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●シニア向け発声筋トレ体験会と朗読劇の発表
会話や食事のための舌・喉・声帯の筋トレ紹介と
朗読劇のミニ発表会。要予約30人。２月25日㈰午
後２時～４時、緑が丘公民館。申し込みは、八千
代朗読劇団・小野澤 090-5445-5193へ。
●題名のないコンサート～名曲を集めてみました
～　オリエント急行や、人気ゲームや映画のテー
マソングなどを吹奏楽で演奏します。２月25日㈰
午後１時30分開場、２時開演、市民会館。八千代フ
ェスティバルバンド・武井 090-9134-2379（市民
活動団体公益事業補助金制度対象事業です。）
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■技能・技術を身に付け、再就職を！　（独）高齢・
障害・求職者雇用支援機構では、公共職業訓練受
講者（５月生）を募集します。再就職を希望する人
を対象に、専門的知識や技能を学ぶための職業訓
練を実施しています。受講無料（テキスト・作業服
などの費用は自己負担）。①ＣＡＤ・ＮＣオペレー
ション科は定員20人、②建築ＣＡＤ・サービス科は
定員30人。ポリテクセンター千葉（千葉市稲毛区六
方町274）。募集期間は２月15日㈭～３月22日㈮。４
月４日㈭に筆記と面接の入所選考を行います。申
し込みは、電話で船橋公共職業安定所（ハローワ
ーク）第二庁舎職業訓練コーナー 047-420-8609
（代表）部門コード42＃へ。見学会も３月12日㈫に行
います。要予約。見学会の申し込みは、電話でポ

リテクセンター千葉訓練第一課 043-422-4810へ。
■精神障害者家族対話の集い　精神障害者を身内
に持つ家族が、悩みや心配ごとなどを話し合う「対
話の集い」を開催します。２月22日㈭午後１時30
分～４時、プラッツ習志野（習志野中央公民館）北
館集会室１。申し込みは、電話かファクスで習志
野八千代心の健康を守る会・渡邊 6453-6760へ
■６年度千葉県生涯大学校学生募集（２次）　仲
間づくり、社会参加に興味があり、千葉県在住で、
55歳以上の人対象。応募は２月27日㈫まで。願書
は、生涯大学校各学園、長寿支援課、千葉県庁高
齢者福祉課で配布。郵送希望者は、140円切手を
貼った返信用封筒（角２）を同封し、千葉県生涯大
学校事務局〒260-0801千葉市中央区仁戸名町
666-2へ郵送。県庁ホームページからも入手できま
す。お問い合わせは、同事務局 043-266-4705へ。

ミニ・ガイド

市内在住の２人が海外へ派遣

災害対応訓練を実施しました　能登半島へ職員派遣も行っています

大谷翔平選手からのグラブが各小学校に

ありがとうございました

　アメリカの大リーグで活躍する大谷翔平選手に寄贈いただい
たグラブが本市にも届き、大和田小学校では、１月９日の始業
式に合わせて披露されました。
　憧れの大谷選手からのプレゼントに目を輝かせる子どもた
ち。グラブと共に届いた「野球しようぜ」などと書かれたメッ
セージも紹介されました。大和田小学校では、休み時間に貸し
出したり体育の授業で使わせていただきます。

　「児童福祉のために役立ててください」
と、八千代ライオンズクラブ様よりフラッ
トフープやファイバーツリーなどの玩具
を、ボランティアグループＹＡＣＨＩＲＯ
ＣＫ様よりタンバリンやドキドキアンパン
チなどの玩具を寄贈いただきました。子ど
もたちのために活用させていただきます。

は「自分の持つ技術で支援したい」と意欲
を示し、干場さんは、市消防本部で救急救
命士として勤務した経験を活かし「災害に
弱い国なの
で、防げるは
ずの災害死を
一つでも減ら
したい」と意
気込みを語り
ました。

　１月17日に災害対応訓練を実施しました。訓練
は、千葉県北西部で震度６強の地震が起こった想
定で行われ、災害対策本部の設置や運営について
の手順を再確認しました。
　令和６年能登半島地震の被災地に、本市からも
職員を派遣し、住家被害認定調査や避難所運営な
どの業務にあたっています。引き続き、被災地の
支援に取り組んでいきます。

　（独）国際協力機構（ＪＩＣＡ）の海外協
力隊として、市内在住の堀田修さんがエチ
オピアへ、干場圭さんがバヌアツへと派遣
されることになり、１月10日に市長を表敬
訪問しました。堀田さんは高齢者や女性の
貧困層を支援するＮＧＯ団体で、ＩＴ技術
に関する支援を、干場さんは防災計画の立
案などの災害対策に携わります。堀田さん
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■ＦＭふくろうのサテライトスタジオ「ふくローズ
ｓｔｕｄｉｏ」が12月にオープン　八千代市のＦＭ
ラジオ局「ＦＭふくろう」が昨年９月に開局６周年
を迎え、イオンモール八千代緑が丘のローズ広場に
サテライトスタジオを開設しました。多くの買い物
客が行き交うこの場所で「地域認知度100%」を目指
します。毎週月曜日～金曜日の正午～午後１時に、
市内のイベントや話題のニュースをお届けする「バ
ラ色ランチ」を、このスタジオで生放送中です。

▲ 左から堀田修さん、服部市長、
干場圭さん

▲ 被災想定が訓練直前まで明かされない実践的
な訓練を行っています

▲ 代表児童によるキャッチボール
も披露されました

萱田地区公園に咲く日本スイセン萱田地区公園に咲く日本スイセン

8


